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くうちに、「国のジョブコーチ支援事        



















































名寄市立大学コミュニティケア教育研究センター 年報 第 1号（通巻 35号）（2017） 
 
５．市町村版ジョブコーチ「なよろジョブコーチ」の効果 
 市町村版ジョブコーチ「なよろジョブコーチ」に取り組んだところ、以下の３つの効果があった。 
１）福祉施設の職員の意識の高まり 
福祉施設内では、将来的に会社に就職することを目指して、日々支援が行なわれているが、実際に福祉的
就労から一般就労に移行する障がい者は、あまり多くはない状況がある。障がい者を会社に就職させた経験
を持つジョブコーチが、福祉施設の職員と日常的に連携して業務を行なうことにより、福祉施設の職員の意
識を高める効果があった。 
２）本人の実態や職場の状況に合わせたジョブコーチ支援を行なう 
福祉施設の職員がジョブコーチ支援を行なう場合、福祉施設内の本来業務もあるため、ジョブコーチ支援
の時間が十分に取れない場合が多いが、外部の職員である「なよろジョブコーチ」がジョブコーチ支援を行
なう場合については、本人の実態や職場の状況に合わせた頻度で、支援を実施できるようになった。 
３）職場実習の段階からのアプローチができる 
弾力的に運用できる「なよろジョブコーチ」の制度は、就職の取り組みの初期段階である「会社で職場実
習を行ない、いろいろな就労の経験を積む」という段階から、ジョブコーチ支援が可能になっている。早い
段階から、専門的なジョブコーチ支援が入ることにより、本人の実態把握がしっかりとできるとともに、本
人とジョブコーチとのいい関係性もできていくことから、有効な手立てだと考えられる。 
 
６．今後の取り組み 
 名寄市立大学で、ジョブコーチ養成研修が開催されるようになって６年が経った。ジョブコーチ養成研修
の修了者も約 200名になり、北海道内にジョブコーチのノウハウが確実に広がってきている現状を考えると、
「ジョブコーチが活躍する場」が求められていると思われる。 
都市部と地方では、会社の規模や地域性などが異なるため、その地域の実態に応じたジョブコーチ支援を
考えていく必要があると思われるので、今後も、市町村版のジョブコーチである「なよろジョブコーチ」の
取り組みを続けていくとともに、より地域に合った制度にカスタマイズしていき、引き続き、地方型の障が
い者の就労支援の在り方を探っていきたいと考えている。 
 
注 
１ 職親会（しょくおやかい）は、障がい者の就労を支援する事業主の会。名寄地区については、約 30年前から活動を続けて
おり、名寄市・風連地区・下川町・美深町を活動エリアとしている。北海道内には、約 20ヶ所の町に職親会がある、 
２ ジョブコーチとしての支援を行なう上で必要となる知識及び技術を修得する「ジョブコーチ養成研修（職場適応援助者養成
研修）」については、独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構のほか、厚生労働大臣が定める研修を行なう民間の研
修機関（全国で６ヶ所）においても実施されている。 
３ 就職を希望している障がい者の方を対象にして行なう、就職の準備のための研修会。これまで、会社に就職している障がい
者の話を聞いたり、就職している障がい者の働いている様子のビデオを視聴したりするような内容の講座を実施している。 
４ 会社に就職している障がい者を対象にして行なう、就職後のアフターフォローのための茶話会の取り組み。参加者同士で、
仕事の悩みや休日の過ごし方などの情報交換を行なっている。 
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